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小柳孝さんのとある一日 

 7：00 ヨガ＆ジョギング 

 9：00 出勤 

10：00 社内ミーティング 

13：00  オフィスでカレーランチ  

15：00 クライアント会議 

18：00 オフィスで総括会議 

19：00 残務処理 

20：00 帰宅し夕食 

22：30 就寝前のヨガ 

23：00 就寝 

 

１回生 小柳孝さん（デリー在住） 

  

世界の舞台で勝負する厳しさと楽しさ

～ワクワクに満ちた毎日～ 

後輩へのメッセージ 

自分が弘学館から羽ばたいて世界に活躍の場を得られたように、皆さんの前には可能性の「海」が広がっています。その

「海」を漕ぎ渡っていくのは皆さん自身です。世界は輝きに満ちています。今日が明日に、そして 10年 20年先につながっ

ています。後になって痛感しますが、皆さんが今やっていることで無駄なことは一つもありません。よく学び、よく遊べ！ 

いつかどこかで、その輝きを手に入れた皆さんにお会いできるのを楽しみにしています。 

1986年  4月 弘学館高等学校入学 

1990年  3月 弘学館高等学校卒業 

1990年  4月 東京大学文科Ⅰ類入学 

1994年  3月 東京大学法学部卒業 

1994年  4月 （株）電通入社 

2006年 10月 最初のインド駐在  

2011年 12月 スイス IMDでMBA取得 

2015年  4月 ロンドン駐在 

2017年  8月 二度目のインド駐在  

日本を出てみて 

 

私は元々日本人以外の方との英

語でのコミュニケーションが苦手

でした（今でもそんな上手くない）。

よくある立食パーティなんかでも

誰にも相手にされなかったり、「ガ

イジンと話して何が楽しいんだろ

う？」と思ったりしていました。 

それが、最初のインド駐在とその

後のスイス留学を経て、向き合い方

が変わりました。相手の人種や話す

言葉、国籍に関わらず、その人を一

人の人間としてリスペクトするこ

との重要性を痛感したのです。そし

て相手をリスペクトすることがで

きれば、どんなに違う人とのコミュ

ニケーションでも、それは気づきや

学びに溢れた素晴らしいものにな

ることに、ようやく気付いたので

す。（そんな私ですが、”Where are 

you from?と訊かれたら、 “I am 

from SAGA, Japan”’と答えます） 

で 

不安と戦い続けた弘学館で

の三年間 

下から数えた方が早い感じで弘

学館に拾ってもらい、先生方の貴重

な教えと寮の学習時間のお陰で何

とか白紙の答案用紙を埋められる

ようになり、更に頑張って模試のラ

ンキングに名前が載るようになっ

て、次第に A判定を目にすることが

できるようになっても、自分の心の

中には不安しかありませんでした。

３年間はその不安との闘いだった

ように思います。 

弘学館に１回生として入ること

ができたのは本当に貴重な経験で

した。全てが手探りだったけど、60

人余りの同級生、先生方、寮監さん

や食堂の皆さん、学館の事務の皆さ

ん、みんなで作り上げた三年間は、

何物にも代えがたいものでした。あ

の金立の地で三年間にわたって育

まれた自立の心は、今でも私を支え

る大事なものです。 

 

デリーでは牛と並んで通勤します。 

 

 

 


